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研究背景ع身近にある希少植物



http://thesedays.hirofoto.com/より

ササユリ
⇨乱獲と草刈り放棄による減少

オオキンケイギク
⇨外来植物の侵入
（特定外来生物に指定）

ニホンサクラソウ
⇨花粉媒介者の減少



研究背景

地球上の植物種で存在が
危ぶまれているもの

・野生での存続が困難な種
（絶滅危惧）

・存続基盤がぜい弱な種
（準絶滅危惧）

保全の必要性
生育地域の把握

個体群動態の把握

①潜在遺伝資源が失われる
②自然の多様性が失われる

希少植物
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卭生・人工栽培による増殖・卭生୮區ু法の確য়

希少植物を匏活用した地域の活性化



カタクリ 上下町宇根･河井
セツブンソウ 総୩町
フクジュソウ 東城町為重 ･久代
ユキワリイチゲ 吉舎町安田

・地域卫ড়の৶卆・協ৡ体制
保全や広報などへのষ৆の匣ର
2次的な連携体制

・特定の植物のみの保護でなく、
環境全体の保全が必要

・植生を含む地域の人との関わりを
説明

研究背景ع地域の勚り組み୻



� キク科ヒゴタイരの多ফ生植物
� 広勹勿勾৖・ി本勿等に࿒௞的に分ഘ
� 薬用成分Echinopsine（勘全๊ᮾ・全๊ᮾに஍果あり）を含む
� 生息地の開発や乱獲により絶滅危惧Ⅱ類に指定

(環境匚匌４次レッॻリスト(2012))

大୤増殖參印な組織培養法にା目

各集団で、個体数が減少している 保護・増殖の必要性あり
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ヒゴタイ(Echinops setifer)について

比和町で野生種の保護・本来の
生育環境の保護がষわれている



地域のもつ資源の活用による活性化
自然資源（植物）

文化的価値の醸成
環境や種の保全育成
（自然環境下での育成）

大学技術･設備
（勿য়大学）

広報媒体・集客
（ഗྵ公園）

観光資源化
（地域との連携）

商業的価値の付加
花卉園芸作物育成
（栽培マニュアル作成）

どのように増やすか
自然条件下での
野外栽培

人工条件下での
苗育成と野外移植

連 携

2とおり

本研究事業の目指すもの



培ുपेॊੜ༢௺をનয়घॊ（૥ୡଵ৔栽培）௶ੌ．ڭ
(1) ヒゴタイ（キク科）の培養

・無菌組織培養技術による大୤増殖できる培養技術の確য়
(2) 他の希少植物の培養

・カザグルマなど他の希少植物の培養

２．希少植物の栽培展示をおこなう（野外実証栽培）
(1) 種子による野外での自然栽培

・広報展示や加工生産のための栽培
・種の保全のためഗྵ公園内での適地で自然条件下での栽培

(2) 組織培養による苗の野外栽培
・培養ع栽培にいたる「栽培マニュアル」づくり

３．希少植物を介した地域とのネットワークづくり
(1) 地域活動との連携

本研究事業の目指すもの



１．組織培養による増殖系を
確য়する（去験ଵ内栽培）
・ヒゴタイ（キク科）の培養

本研究事業の成果



組織培養による増殖の及れ
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Stage 5

実験5

馴化
実験3
シュート誘導(葉柄)

Stage 2

Stage 1

実験2－1

シュート誘導

Stage 2

実験2－2

シュートಇশ

Stage 3

実験2－2

シュート伸長

Stage 0

無菌播種

Stage 4

実験4

ルート誘導

Stage 3

実験1

カルス誘導



実験１．୹去組織によるカルス誘導厾の検討
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カルス誘導における判定

勮২ ＋＋＋＋ ＋＋＋＋＋＋＋＋ ＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

カルス/
外殖片 ଩ங২ রங২ ৈங২

bar: 0.1cm

+ ++ +++

＊カルスが外殖片をངっている割合に厸गて勮২を３段階にわけた



実験３.୴෧からのシュート誘導培地の検討
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୴෧からのシュート誘導における判定

bar : 0.5cm

パターン 由来形態 正常・ガラス化 シュートの大きさ

A

カルス

正常
3cm以上

B 1cm以上3cm未満
C 1cm未満
D

ガラス化
3cm以上

E 1cm以上3cm未満
F 1cm未満
G

ダイレクト

正常
3cm以上

H 1cm以上3cm未満
I 1cm未満
J

ガラス化
3cm以上

K 1cm以上3cm未満
L 1cm未満



実験3.୴෧からのシュート誘導培地の検討
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区画 ＊培養期間：4週間
＊個体数：12~18

シ
ュ

ー
ト

誘
導

厾
(%
)

(mg/L)

72％

(mg/L)

各区画におけるシュート誘導厾



実験3.୴෧からのシュート誘導培地の検討
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各
パ

タ
ー

ン
の

割
合
(%
)

区画

IAA 0 0.02 0.2 0.5 0 0.02 0.2 0.5 0 0.02 0.2 0.5

BA0.25 BA0.35 BA0.5

＊培養期間：4週間 , 個体数：12~18

パターン

IAA0.02+BA0.35

カルスからのシュート誘導に比べて
୴෧からでは多୤のサイトカイニンが必要

正常

各区画におけるパターンの割合

(変化なし
・枯死)



ホルモン
(mg/L)

発根厾(%)

WPM MS 1/2MS

－ 0 - 0

NAA1+IBA0.5 0 0 -

NAA1+IBA1 22 0 -

NAA1+IBA2 10 0 -

IBA

0.02, 0.2 0 - 0

1 0 0 -

1.5, 2, 2.5 0 - -

NAA

0.02, 0.2 0 0 0

0.5 36 0 0

1 21 50 0

1.5, 2, 2.5 0 - 0

IAA

0.02, 0.2 0 - 0

0.5 22 0 0

1 11 0 0

1.5 33 - -

2 0 - -

2.5 33 - -

実験4.ルート誘導培地における発根厾

15＊培養期間：6週間 , 個体数：3~24

IAA

0.1 1 10

33 0 17 0.1

0.1 0 0 0 1

0 0 0 10

0 0 0 0.1

BA 1 0 0 0 1 Kn

0 0 0 10

0 0 0 0.1

10 0 0 0 1

0 0 0 10

＊培地：WPM培地
培養期間：6週間
個体数：3

考察
培地・・・・・・・・WPM培地が
よい
ホルモン・・・・NAAまたはIAAで
発根
ホルモン୤・・0.5mg/L以上必要

発根した植物体はホルモンフリーの
培地で根をಇশさせる

ड़ーキシンのみでなく少୤の
サイトカイニンを必要とする



実験5.馴化条件の検討
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バーミキュライト
パーライト

7

対
3

WPM培地+NAA1+IBA1(mg/L)→WPM培地・HF

通気孔

ペットボト
ル用土組成



シュートಇশ
MS培地
HF

誘導厾34%

(うち+++34%)

4週間

シュートಇশ
MS培地
HF

誘導厾34%

(うち+++34%)

4週間

馴化
バーミキュライト

パーライト

ルート誘導
WPM培地

NAA/IAA0.5~2.5

誘導厾約30%

6週間

シュート誘導
1/2MS培地
Kn0.02

誘導厾33%

(うちA0%)

4週間

シュート誘導(୴෧)
1/2MS培地

IAA0.02+BA0.35

誘導厾72%

(うちG0%)

4週間

カルス誘導(୴෧)
MS培地
NAA1mg/L
誘導厾77%

(うち+++17%)

4週間

無菌播種
MS培地
1% NaClO

15分間殺菌
発芽厾38%

2ヶ月

総括
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実験1 実験2-1 実験2-2

実験4実験3 実験5

12ヶ月

約16ヶ月

約4ヶ月

約15ヶ月

合計期間

୴෧由来
カルス

実験2-2



２．稀少植物の栽培展示
（野外実証栽培）

本研究事業の成果
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真砂土、種まき用土及び、その混合の計5種類の
区画で検討したが、どの区画においても発芽厾は
平均66％であった。

播種試験 野外での様子（実生株）

種子からの野外での自然栽培



現在、1000卯以上を勿য়大学
研究圃場に植栽

種子からの野外での自然栽培（大学圃場）



自然適地の観察（丘陵公園）自然適地の観察（丘陵公園）

比和町三河内地区 比和町慶雲寺境内



(2) 増殖した稀少植物の栽培展示（野外実証栽培）

培養物の鉢あげ（馴化；鉢栽培）
↓

栽培適地への移植
↓

栽培ଵ৶

各段階での最適
条件の調査

↓

庄原地域の希少植物
等の展示

ഗྵ公園ଵ৶セ
ンターとの連携

栽培展示、地域の
自然文化の紹介など
地域への誘導法を検討

ഗྵ公園ଵ৶セ
ンター・地域と
の連携

「栽培マニュアル」づくり

(1) 種子による野外での自然栽培
・広報展示や加工生産のための栽培

→種子から開花に至る栽培法を確認できた

・種の保全のためഗྵ公園内での適地で自然条件下での栽
培

→栽培適地を確認、今後公園内で個体数維持

種子からの野外での自然栽培（まとめ）



地域活動との連携
2012ফ8月28日 比和町ヒゴタイの会、顔

合わせ
2012ফ9月2日 比和町ぼにばな会参加
2012ফ9月21日 比和町との連携協議
2012ফ10月15日 専門家と生育地調査
2012ফ12月 ヒゴタイの種子譲受け
2013ফ9月1日 比和町ぼにばな会参加
2014ফ8月30日 比和町ぼにばな会参加

チラシ掲載、
写真

３．希少植物を介した地域とのネットワークづくり



まとめ

１．ヒゴタイの組織培養による増殖技術の確য়

２．ヒゴタイの野外実証栽培

基本的な増殖系が確য় → 保全的価値・商業的価値
ಢ期での増殖厾にはୖ匑

資源活用できる栽培技術とその活用
・組織培養によるポット苗育成ができる → 野外での育成に

至っていない
・種子からの栽培技術 → 発芽ع開花までを確認、マニュアルづくり

保全のための栽培
・自然適地を確保 → 今後、新たな生育地として個体数維持

３．ヒゴタイをとおした地域活性化

大学

丘陵公園

地域

増殖苗の提供･技
術方法の提供
新たな付加価値の
創生

ヒゴタイの生産
栽培（切花）展示による広報
新たな生育地として種の保全

ヒゴタイの保全をとおした
交流
ヒゴタイの利活用

本事業の成果ع総括



問合せ先：０８２４�７４�１７７８
kirifune@pu-hiroshima.ac.jp


